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飛躍的に向上する 11)。今後の高強度鋼の適用拡大や構造
物の疲労安全性の向上などが期待され，本技術の実用化に
向けた検討を急いでいる。

4.　結言

　JFEスチールの橋梁用厚板の開発・商品化の現状につい
て述べた。Super-OLAC を適用した高性能高張力鋼，
0.05 mddを超える飛来塩分環境に対応した Ni系高耐候性
鋼および新さび安定化処理，さらには LP鋼板により，資
産価値の高い鋼製橋梁架設に貢献できると確信している。
加えて，低変態温度溶接材料による継手疲労強度向上など

の次世代技術により，鋼製橋梁の安全性を飛躍的に高める
ことが可能と考えている。
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